
消防吏員合冬制服（男性用）仕様書 
 

京都市消防局総務部施設課 
（担当：藤・菱野 212-6649） 

 
第１ 総則 
 １ 本仕様書は、京都市消防局（以下「当局」という。）が調達する消防吏員合冬制服（男性用）等（以

下「合冬制服」という。）の仕様について定める。 

 ２ この合冬制服に使用する材料及び付属品は、全般にわたって十分検査され、本仕様書のすべてを

満足するものでなければならない。 
 ３ この合冬制服は、寸法、形状等について本仕様書に定めるものであり、傷、むら、斑点、汚れ及

びその他外観を損ねるものであってはならない。 
 ４ 本仕様書の細部については、すべて当局の承認又は指示を受けるものとし、本仕様書に明示され

ていない事項についても、それが縫製上当然必要な場合は、これを施行すること。 
   なお、縫製上のことで疑義が生じたときは、速やかに当局と協議すること。 
 ５ 仕様生地について、同等品で納入を希望する場合は、同等品確認時に、生地見本（１０ｃｍ四方

以上。染色が必要な生地にあっては染色前、染色後いずれのものでも可とする。ただし、染色前の

生地で同等品確認を受けた場合にあっては、契約後、染色後の生地について、再度同等品確認を行

う。この際、同等品として認められないこととなった場合は、原則、契約解除となることに留意す

ること。）に加え、国内紡績メーカーによる品質証明及び出荷引受書又は国内公的機関の試験成績

結果を証明する書類を当局へ提出すること。また、国内紡績メーカーの品質証明を提出する場合で

あっても、本仕様書の性能を満たしていることが判断できないときは、国内公的機関の試験成績結

果を証明する書類を当局へ提出すること。 
なお、国内公的機関の試験成績結果を証明する書類について期限までに提出できない場合にあっ

ては、契約後に提出することを認める（契約後提出する旨の申出書を提出すること。）。ただし、契

約後、当該書類の確認により同等品として認められないこととなった場合は、原則、契約解除とな

ることに留意すること。 
 ６ 落札業者は、契約後速やかに、染色後の生地見本（１０ｃｍ四方以上、染色にあっては染色が必

要な生地に限る。）、国内紡績メーカーによる品質証明及び出荷引受書並びに製作工程表（検収予定

月日も明記すること。）を当局へ提出するとともに、承認を得ること。ただし、国内紡績メーカーの

品質証明により、本仕様書の性能を満たしていることが判断できない場合は、国内公的機関の試験

成績結果を証明する書類を当局へ提出し、承認を得ること。 
   なお、同等品で納入を希望する場合において、既に提出済みの書類については、再提出の必要は

ないものとする。 
 ７ サイズは、号数を原則とする。ただし号数に合わない者は採寸とし、所属ごとに採寸をするこ

と。号数については別表７及び８参照。 
 ８ 製品は１着ごとに指定の紙袋又は紙箱（別図１参照）に入れ、別に指示する袖章（金属製消防き

章）を必要数入れること。消防局総務部施設課以外に納入するものには、袋の表面に職員氏名を表



示すること。（表示する氏名は、別途指示する。） 
 ９ 製品は当局の各所属に納入すること。 
 10 納入前に当局の指定した場所で検収を実施する。 
 11 契約後１年以内に、主材料生地に顕著な支障を生じ又は縫製上の欠陥を生じた場合にあっては、

落札業者の責任において取り替え等必要な措置を講ずるものとする。 

 12 契約後打合せを実施する。 

 13 請求書に購入物品ごとの単価及び数量を明記すること。 

 

第２ 調達数、納品場所及び納期 
 １ 調達数（サイズ内訳については、契約後に指示する。） 

⑴ 上衣：  １１０着 
⑵ ズボン： １６０着 

 ２ 納品場所 
   当局本部庁舎      京都市中京区押小路通河原町西入榎木町４５０番地の２ 

   消防活動総合センター  京都市南区上鳥羽塔ノ森下開ノ内９４番地の４ 

   消防学校        京都市南区上鳥羽塔ノ森下開ノ内２１番地の３ 

   北消防署        京都市北区大宮西脇台町１７番地の２ 

   上京消防署       京都市上京区釜座通下立売下る東裏辻町３９８番地 

   左京消防署       京都市左京区田中西大久保町３６番地 

   中京消防署       京都市中京区西堀川通御池下る西三坊堀川町５２１番地 

   東山消防署       京都市東山区清水五丁目１３０番地の８ 

   山科消防署       京都市山科区西野今屋敷町２番地の１０ 

   下京消防署       京都市下京区五条通高倉西入堺町２７番地 

   南消防署        京都市南区西九条菅田町４番地の１ 

   右京消防署       京都市右京区太秦蜂岡町３６番地 

   西京消防署       京都市西京区樫原佃１９番地 

   伏見消防署       京都市伏見区竹田七瀬川町９番地の１ 

   醍醐消防分署      京都市伏見区醍醐大構町２８番地 

 ３ 納期 
   令和９年２月１９日（金） 
 
第３ 型式 
 １ 上衣 
   剣衿式ダブル型、前面６つ釦、２つ掛、６ｍｍミシン飾りとする。 
 ２ ズボン 
   帯付き長ズボン型、裾シングルとする。 
 
第４ 仕様 
 １ 使用材料 
  ⑴ 生地一般 
   ア 原糸は糸ムラ、番手ムラ、撚りムラなどの目立たない良質のものを使用するものとする。 



   イ 織上がりは均整で、織りキズ、糸節及び汚れなど欠点のないものでなければならない。 
  ⑵ 表生地 
    別表１のとおり。 
  ⑶ 胴裏地及び袖裏地 
    別表２のとおり。 
  ⑷ 袋地 
    別表３のとおり。 
  ⑸ 加工芯地 
    別表４のとおり。 
  ⑹ 腰裏地（マーベルト、スレーキ） 
    別表５のとおり。 
  ⑺ 芯地 
    別表６のとおり。 
  ⑻ ブレード 
   ア 蛇腹は幅３ｃｍのものを使用する。 
   イ 金及び銀線は指定見本による。 
   ウ 金釦は指定見本による。 
 ２ 縫製 
  ⑴ 一般 
   ア 各部の縫合は優良で、縫い代が適当であること。 
   イ 縫い目の飛び、はずれがないこと。 
   ウ 糸調子は縫い目が優良で、縫い曲がりがないこと。 
   エ 縫い目数は指定どおりにすること。 
    （ｱ） 地縫い針運用数   １４針以上／３ｃｍ間 
    （ｲ） 飾りステッチ運針数 １４針以上／３ｃｍ間 
   オ 飾りステッチ幅 ６ｍｍ 
   カ 飾りステッチはすべて表ミシンとすること。 
   キ 釦穴は鳩目かんぬき穴かがりとする。ただし、返り穴のみ眠りかんぬき穴かがりとするこ

と。（上衣） 
   ク 裁ち目すべてオーバーロックかがりとすること。（ズボン） 
   ケ 各部の合標、曲線に十分注意すること。 
   コ 仕上げは糸屑をとり、丁寧にプレスすること。 
  ⑵ 上衣 
   ア 前身頃 
    （ｱ） ダーツ縫い目は割る。 
    （ｲ） 釦穴は前先より１．５ｃｍ入ったところに２．５ｃｍの穴を上前にかがる。 
    （ｳ） 飾り釦の位置は釦穴と水平で、前先より１３．５ｃｍとする。ただし、第１釦は更に

２．５ｃｍ入る。 
    （ｴ） 返り穴を上端より３．５ｃｍ、前ハナより１．５ｃｍ入ったところに１．７ｃｍの釦穴

を左右にかがる。 
   イ 身返し 
    （ｱ） 前芯地は加工芯地を使用し、全体に継ぎなしとし、上部１２ｃｍ及び裾８ｃｍとする。 



    （ｲ） 身返し縫合後、衿付け止まりから前端まで飾りステッチをかける。 
   ウ 衿伸び止めテープ（内側） 
     １㎝とし、下衿上部より前裾角Ｌ字型に１０ｃｍ以上のところまで入れること。 
   エ 肩縫 
     表地はミシン縫割、裏地は縫倒し肩綿を適度に入れる。 
   オ 脇（ダーツ）  
      表地はミシン縫割、裏地は片倒しとする。  
   力 脇吊  
      芯入とし下前第２釦に平行し、内合せ釦１個をつけ、上端袖付より裏地にて幅３㎝長さ適

度のものをつけ穴かがりを設けて袖付から適度の場所に吊り止めを設ける。 
   キ 後ろ身頃 
       背中心縫い代は割る。 
   ク 裾折り上げ 
       上衣裾は３ｃｍ以上折り上げて背抜き部のみ奥をまつり付ける。 
   ケ 裏身頃 
    （ｱ） 背抜き仕立てとする。 
    （ｲ） 背抜き裏とし背きせ１ｃｍ程度をとり裾３ツ折りのミシン飾りとする。 
    （ｳ） 背断目及び裾の裁ち目はカラアゲミシン仕上げとし裾をまつり縫いとする。 
    （ｴ） 脇縫裏は奥まつり又はミシン縫いとする。 
    （ｵ） 裏付は脇で上り８ｃｍ背の中央で２２ｃｍ以上とし、鎖止めとする。 
    （ｶ） 肩、ダーツ縫い目は後ろに倒す。 
   コ 袖 
    （ｱ） 袖は２枚袖とする。 
    （ｲ） 袖口芯は不織布を使用し、袖口より１４ｃｍ以上の芯入りとする。 
    （ｳ） 袖縫い目は割る。 
    （ｴ） 袖裏は表袖口より約１．５ｃｍ控えてミシン縫いする。 
    （ｵ） 袖裏縫い目は表地へつれないようにとじる。 
    （ｶ） 袖口より１１㎝上がった位置にしま織線（黒色）を縫い付ける。 
    （ｷ） 蛇腹組（金、銀線）はしま織線の袖口側に間隔なく縫い付ける。 
    （ｸ） 消防司令以上の階級は、消防き章（金属製）を必要数脇ピケットに入れること。 
    （ｹ） その他詳細は別図５参照。 
   サ 衿 
    （ｱ） 衿はピークドラペルとし、周囲は飾りステッチをかける。 
    （ｲ） 上衿の腰幅は２．５ｃｍ、返りは３．５ｃｍとする。 
    （ｳ） 衿の剣先までの長さは５ｃｍ、上衿の長さは３ｃｍとする。 
    （ｴ） 裏衿は表地共布又はカラークロスとする。 
    （ｵ） 表衿は吹きを持たせ、折返りの厚みを引かれぬように注意すること。 
    （ｶ）  上衿のおわりは、２つ目のボタンの上部とする。（別図３参照） 
   シ 胸ポケット 
    （ｱ） 胸ポケットは箱型とし上前に１個付ける。 
    （ｲ） 右側上端は左側上端より１．５ｃｍの傾斜をつける。 
    （ｳ） ポケット口布に不織布を張る。 
    （ｴ） ポケット口布内径１０．５ｃｍ及び深さ１４ｃｍとする。（公務証を出し入れ出来るよう



寸法を正確にすること。） 
    （ｵ） ポケット位置裏に力布を張り袋地とともに芯にとじる。 
   ス 脇ポケット 
    （ｱ） 脇ポケットは左右脇部に各１個付ける。 
    （ｲ） 雨蓋付きポケットとし、雨蓋幅５ｃｍ、長さ１５ｃｍ、ポケット口幅１４．５ｃｍ及び

深さ１８ｃｍ以上とする。 
    （ｳ） 雨蓋には幅５ｍｍの飾りステッチを入れ、芯地を入れる。 
   セ 内ポケット 
    （ｱ） 下前、上前裏側に片玉雨蓋付マジックテープ止めとし、口幅１５ｃｍ、深さ２０ｃｍの

ポケットを２個付ける。 
    （ｲ） 上前裏側内ポケット口より下４ｃｍの位置にポケット口布内径５ｃｍ、深さ１４ｃｍ

（±１ｃｍ）のペン差しを１個付ける。 
    （ｳ） 見返しの裏へ力布を当て、袋底は二重縫いし、芯にとじる。 
    （ｴ） 袋の裾は芯に止める。 
   ソ つり紐 
    （ｱ） つり紐は袋縫いして返し、飾りステッチをかける。 
    （ｲ） 紐の長さはサイズにより異なり、左下袖縫い目の位置に付け釦穴が飾り第２釦の真裏に

くるように取付ける。 
    （ｳ） 紐剣先より１．５ｃｍ入ったところに２．０ｃｍの釦穴をかがる。 
   タ 釦 
     前面に指定釦６個を付ける。 
   チ 片布 
     別図２に指示する片布を下前内側の位置に付けること。 
   ツ 衿吊 
     衿吊り布を付けること。 
   テ 号数片布 
     衿吊り下に号数片布を付けること。 
   ト 階級章・消防局章用マジックテープ 
     下前身頃に階級章取付け用マジックテープ（メス、２ｃｍ×４ｃｍ）を縫い付ける。ま

た、上前身のポケット上部に消防局章取付け用マジックテープ（メス、６９ｍｍ×２２ｍ

ｍ）を取付ける。マジックテープは黒色とする。取付け位置については、別図３及び４参

照。 
   ナ その他詳細は、別図２から５を参照。 
  ⑶ ズボン 
   ア 腰ポケット 
     左右各１個ポケット口幅１５ｃｍ両端ミシン閂止め、深さ下閂１３ｃｍ、袋幅１６ｃｍ底

部二重縫いとする。（袋の場合は不要） 
   イ 忍びポケット 
     右腰ポケット内に幅８ｃｍ、深さ６ｃｍと１１ｃｍ、斜め口幅約１０ｃｍの忍ポケットを

縫い付ける。 
   ウ 後ポケット 
    （ｱ） 右後に１個、ポケット口幅１５ｃｍ、深さ１８ｃｍとする。底部は、二重縫いとする。

（袋の場合は不要） 
    （ｲ） ポケット中央に釦１個付け、ポケット口より１．５ｃｍの位置に、縦１．７ｃｍ釦穴を



かがる。 
    （ｳ） 口の両端は閂止めとし、ポケット袋は地縫い返しし、飾りミシンをかける。 
   エ タック 
    （ｱ） 外向きタックを左右各１本とる。 
    （ｲ） タックは流し止めせず、バンド通の下部の位置で横斜めにミシン止めとする。 
   オ 腰ダーツ 
     左右の腰後部に各２本とり、後に倒す。 
   カ 天狗及び前立て 
    （ｱ） 天狗は不織布芯を入れ裏と地縫い返しし、奥はロックがけする。 
    （ｲ） 周囲は飾りミシンをかける。 
    （ｳ） 前立ては不織布芯を入れ、奥の裁ち目はロックがけする。 
    （ｴ） 前立て飾りは幅３．５ｃｍとする。 
    （ｵ） 座金前かんを天狗、前立て上部に付ける。 
    （ｶ） 位置は上端より標準とする。 
    （ｷ） ズボン小股止めは約４ｃｍの位置に閂止めをする。 
   キ ファスナー付け 
    （ｱ） 天狗側は身頃端を折り、天狗との間にファスナーを挟み、縫い付ける。 
    （ｲ） 前立て側は前立て裏にファスナーの上端を縫いつけ、二条縫いで縫い付ける。（見本のと

おり） 
   ク 脇縫い及び内股縫い 
    （ｱ） 地縫い割りとし、割った後はアイロンでよく押さえ、内股は中央まで二重縫又は二重環

縫いとする。 
    （ｲ） 裁ち目はオーバロックがけする。 
   ケ 尻縫い 
    （ｱ） 割り縫いとし、二重縫い又は二重環縫いとする。 
    （ｲ） 上部の縫い代は３ｃｍ以上とし、裁ち目はオーバロックかがりとする。 
    （ｳ） 前シック及びしりシックを縫い付ける。 
   コ 腰裏 
    （ｱ） マーベルト、スレーキ（スベリ止め付き）を使用する。 
    （ｲ） マーベルト上端は地縫い後、押さえ縫いをする。 
    （ｳ） 腰裏下端は、しり縫い代及びポケットの箇所でカン止めをする。 
   サ バンド通し 
    （ｱ） ループは幅０．８ｃｍ、長さ４．５ｃｍ仕上げとし、７本付けとする。 
    （ｲ） ループミシンによるものとし両端は端縫いをする。 
    （ｳ） ズボンの上端より０．５ｃｍ下がった位置に縫付け、上部は０．３ｃｍ以内の緩みを付

ける。 
    （ｴ） バンド付けはミシンかんぬき止め又は本縫い４回以上とする。 
   シ 据 
     折り返し幅６ｃｍ以上とし、ロック始末すくい止めミシン縫いする。その際縫い糸が表に

ひびかないように十分注意する。 
   ス 靴ずれ 
     表地使用幅２．５ｃｍ、長さ１８ｃｍとし裁ち目は内側へ折り返して端ミシンをかける。 
   セ 釦 
     しり釦に径１．５ｃｍのものを１個付ける。 



   ソ 釦穴 
     ポケットの釦穴は機械または手穴とする。 
   タ 片布 
     左腰ポケット袋部の見やすい位置へ別図２に指示する片布をつけること。 
   チ 号数片布 
     上前腰部の見やすい位置に号数片布をつけること 
   ツ 膝あてをつける。（ポリエステル１００％グレー色） 
   テ その他詳細は、別図２及び３参照。   



表生地                                       別表１ 
 表生地は、日本毛織株式会社のＫＳ４０又は次の性能を満たす同等品を可とする。 

項目 性能 
混紡率 毛１００％サージ（先染め） 

糸番手 経 ２／４８ 
緯 ２／４８ 

組織 ２／２正斜紋織 
密度 

（１０ｃｍ） 
経 ３０６～３３２本 
緯 ２６０～２８５本 

重量 ２４５～２７５ｇ／㎡ 
引張強度 経 ３００Ｎ以上 

緯 ３００Ｎ以上 
寸法変化率 経 ３％以内 

緯 ３％以内 

染色堅牢度 
耐光 ４級以上 
洗濯 ４級以上 
摩擦 ４級以上 

汗変退色 ４級以上 
ピリング ４級以上 
色相 紺（指定色） 

 
胴裏地及び袖裏地                                  別表２ 

項目 性能 
混紡率 ポリエステル１００％ 

ツイル胴裏地 
糸番手 経 ポリエステル ７５Ｄ 

緯 ポリエステル ７５Ｄ 
組織 ２／１ツイル 

密度 
（１０ｃｍ） 

経 ５１５本以上 
緯 ３１５本以上 

引張強度 経 ７０㎏ｆ以上 
緯 ５０㎏ｆ以上 

寸法変化率 経 ３％以内 
緯 ３％以内 

染色堅牢度 
洗濯 ４級以上 
摩擦 ４級以上 

汗変退色 ４級以上 
色相 指定見本による 

 
 袋地                                        別表３ 

項目 性能 
混紡率 テトロン１００％又は 

ポリエステル６５％、レーヨン３５％ 
糸番手 経 ３０ｓ 

緯 ３０ｓ 
組織 テトロン 平織 

ポリエステル、レーヨン混紡 綾織 
密度 

（１０ｃｍ） 
経 ２５６本以上 
緯 １９６本以上 

重量 テトロン １００ｇ以上／㎡ 
ポリエステル、レーヨン混紡 １２５ｇ以上／㎡ 

引張強度 
テトロン 経 ６０㎏ｆ以上 

緯 ４０㎏ｆ以上 
ポリエステル、 
レーヨン混紡 

経 ４５㎏ｆ以上 
緯 ３０㎏ｆ以上 

寸法変化率 経 ±３％以内 
緯 ±３％以内 

色相 指定見本による 
   



別表４ 
 加工芯地 
 
   毛芯地 

項目 性能 

混紡率 経 ウール４７％以上、レーヨン５３％以下 
緯 ウール５５％以上、レーヨン４５％以下 

糸番手 経 ２／３６ 
緯 １／１１ 

組織 平織 
密度 

（１０ｃｍ） 
経 １６５本以上 
緯 １５５本以上 

寸法変化率 経 ±３％以内 
緯 ±３％以内 

 
   不織布 

項目 性能 
混紡率 ポリエステル２０％、ナイロン７０％、レーヨン１０％（±５％） 
重量 ９５ｇ／㎡（±１０ｇ） 
厚さ １２５ｍｍ（±０．２ｍｍ） 
色相 指定見本による 

 
   スレーキ 

項目 性能 

糸番手 経 ４０ｓ 
緯 ４０ｓ 

密度 
（１０ｃｍ） 

経 ２４５本以上 
緯 １８０本以上 

色相 指定見本による   



別表５ 
 腰裏地 
   マーベルト 

項目 性能 
混紡率 ポリエステル６５％以上、レーヨン３５％ 

糸番手 経 ４０／２ｓ若しくは２０／２ｓ 
緯 ２０ｓ 

密度 
（カットライン５ｃｍ） 

経 ４０／２ｓ １１０本 
２０／２ｓ ５８本 

緯 ２０ｓ ２５６本以上 
引張強度 経 ３０㎏ｆ以上 

緯 ３０㎏ｆ以上 
色相 指定見本による 

 
   スレーキ 

項目 性能 
混紡率 ポリエステル６５％以上、レーヨン３５％ 

糸番手 経 ３０ｓ 
緯 ３０ｓ 

密度 
（１０ｃｍ） 

経 ３４０本以上 
緯 ２６０本以上 

引張強度 経 ３０㎏ｆ以上 
緯 ３０㎏ｆ以上 

色相 指定見本による 
 
   芯地 

項目 性能 
混紡率 ポリエステル１００％ 

糸番手 経 ２０ｓ 
緯 ２０ｓ 

密度 
（１０ｃｍ） 

経 １６０本以上 
緯 １４４本以上 

引張強度 経 ３０㎏ｆ以上 
緯 ３０㎏ｆ以上 

寸法変化率 経 ±３％以内 
緯 ±３％以内 

色相 指定見本による 
 
 
 

別表６ 
 芯地 
 

項目 性能 

混紡率 
①ポリエステル３０％、ナイロン２０％、レーヨン５０％（±８％） 

又は 
②ポリエステル４０％、ナイロン３０％、レーヨン３０％（±８％） 

重量 ① ８９±８ｇ／㎡ 
② ９５±１０ｇ／㎡ 

厚さ ① ０．４５±０．０７ｍｍ 
② ０．４３±０．０４ｍｍ 

色相 指定見本による   



別図１ 
（参考）紙袋デザイン図 
 

京都市消防局 
合冬制服 

（男性） 
 
 
 
 

 階 級  サイズ  
     

     

（表面） 
 
 １ 消防局総務部施設課に納入するものは、品名、階級及びサイズを表示した紙箱に入れること。

それ以外に納入するものは紙袋に入れること。 
２ 再生紙を使用すること。（見本提示） 

 ３ 紙袋の表面は上図を印刷し、中央に職員氏名を表示すること。裏地は無地とする。 
 ４ 種類・寸法 

（１） 紙箱 
  ア 制服上衣用 ６０ｃｍ×４３ｃｍ 
  イ 制服ズボン用 ４２ｃｍ×３０ｃｍ 
（２） 紙袋 

ア 制服上衣用 ６０ｃｍ×４３ｃｍ 
   イ 制服ズボン用 ４２ｃｍ×２８ｃｍ 
 ５ 再生紙を使用している旨表示すること。 
   



  

 

京 都 市 消 防 局 

号数 所属 氏名 
 

  

〇〇年納（ 納 入 業 者 ）  

 

７ｃｍ 

５ｃｍ 
片布 

※納入年を記載すること。 



別図３ 
 
上衣 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ズボン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ベルト通しは、後面中央に１本配置し、全体で７本とする。 

消防局章取付け用マジックテープ 

階級章取付け用マジックテープ 



  

上前の箱ポケット中央の水平な位置で、対称な

下前胸に階級章用マジックテープを縫い付け

る。 



   



別表７ 
消防吏員合冬制服（男性用）サイズ表 

上衣                   （単位：ｃｍ） 
号数 身長 上衣丈 袖丈 肩幅 胸廻 中廻 

特Ａ２ １８８ ８４ ６５ ５１ １２１ １０８ 
特Ａ１ １８４ ８２ ６４ ５０ １１９ １０６ 
Ａ０ １８０ ８０ ６２ ４９ １１７ １０４ 
Ａ１ １７６ ７８ ６１ ４８ １１５ １０２ 
Ａ２ １７２ ７６ ６０ ４７ １１２ １００ 
Ａ３ １６８ ７４ ５８ ４６ １１０ ９８ 
Ａ４ １６４ ７２ ５７ ４５ １０８ ９６ 
Ａ５ １６０ ７０ ５６ ４４ １０６ ９３ 
Ａ６ １５６ ６８ ５４ ４３ １０４ ９０ 

       
特Ｂ２ １８８ ８４ ６５ ５６ １３２ １２４ 
特Ｂ１ １８４ ８２ ６４ ５４ １２８ １２０ 
Ｂ０ １８０ ８０ ６２ ５２ １２４ １１６ 
Ｂ１ １７６ ７８ ６１ ５０ １２０ １１２ 
Ｂ２ １７２ ７６ ６０ ４９ １１８ １０８ 
Ｂ３ １６８ ７４ ５８ ４８ １１６ １０５ 
Ｂ４ １６４ ７２ ５７ ４６ １１４ １０２ 
Ｂ５ １６０ ７０ ５６ ４５ １１２ ９８ 
Ｂ６ １５６ ６８ ５４ ４４ １１０ ９４ 

       
特Ｃ２ １８８ ８４ ６５ ４９ １１８ １０４ 
特Ｃ１ １８４ ８２ ６４ ４８ １１６ １０２ 
Ｃ０ １８０ ８０ ６２ ４７ １１４ １００ 
Ｃ１ １７６ ７８ ６１ ４６ １１２ ９８ 
Ｃ２ １７２ ７６ ６０ ４５ １１０ ９６ 
Ｃ３ １６８ ７４ ５８ ４４ １０８ ９４ 
Ｃ４ １６４ ７２ ５７ ４３ １０５ ９２ 
Ｃ５ １６０ ７０ ５６ ４２ １０３ ８９ 
Ｃ６ １５６ ６８ ５４ ４２ １０２ ８６ 

誤差 ±1 ±1 0～+1 0～+1 0～+1 
  

※上衣にあっては、本表を基準とし、袖丈を＋８ｃｍ、＋６ｃｍ、＋４ｃｍ、＋２ｃｍ、基

準、－２ｃｍ、－４ｃｍ、－６ｃｍ、－８ｃｍから指定するものとする。   



別表８ 
消防吏員合冬制服（男性用）サイズ表 

ズボン                              （単位：ｃｍ） 
号数 腰廻 脇丈 腿幅 膝幅 股上 股下 裾口幅 

特Ａ２ ９６ １１３ ３７．５ ２７ ３０ ８３ ２４．５ 
特Ａ１ ９３ １１１ ３７ ２７ ３０ ８１ ２４ 
Ａ０ ９０ １０９ ３６ ２６．５ ３０ ７９ ２３．５ 
Ａ１ ８７ １０７ ３５ ２６ ３０ ７７ ２４ 
Ａ２ ８５ １０５ ３４．５ ２５．５ ３０ ７５ ２２ 
Ａ３ ８３ １０２ ３３．５ ２５ ２９ ７３ ２２ 
Ａ４ ８１ １００ ３３ ２４．５ ２９ ７１ ２１ 
Ａ５ ７８ ９７ ３２．５ ２４ ２８ ６９ ２１ 
Ａ６ ７５ ９５ ３２ ２４ ２８ ６７ ２１ 

        
特Ｂ２ １０５ １１４ ４０ ２８．５ ３１ ８３ ２４．５ 
特Ｂ１ １０３ １１２ ３９ ２８ ３１ ８１ ２４ 
Ｂ０ １００ １１０ ３８ ２７．５ ３１ ７９ ２４ 
Ｂ１ ９６ １０８ ３７．５ ２７．５ ３１ ７７ ２３ 
Ｂ２ ９２ １０６ ３６．５ ２７ ３１ ７５ ２３ 
Ｂ３ ８９ １０３ ３５．５ ２６．５ ３０ ７３ ２３ 
Ｂ４ ８６ １０１ ３５ ２６ ３０ ７１ ２３ 
Ｂ５ ８３ ９８ ３４ ２５．５ ２９ ６９ ２２ 
Ｂ６ ７９ ９６ ３２．５ ２５ ２９ ６７ ２２ 

        
特Ｃ２ ９１ １１２ ３７ ２７ ２９ ８３ ２４ 
特Ｃ１ ８８ １１０ ３６ ２７ ２９ ８１ ２３ 
Ｃ０ ８５ １０８ ３５ ２６．５ ２９ ７９ ２３ 
Ｃ１ ８３ １０６ ３４ ２６ ２９ ７７ ２２ 
Ｃ２ ８１ １０４ ３３．５ ２５．５ ２９ ７５ ２２ 
Ｃ３ ７９ １０１ ３２．５ ２５ ２８ ７３ ２２ 
Ｃ４ ７７ ９９ ３２ ２４．５ ２８ ７１ ２１ 
Ｃ５ ７５ ９６ ３１．５ ２４ ２７ ６９ ２１ 
Ｃ６ ７２ ９４ ３０ ２３．５ ２７ ６７ ２１ 
誤差 0～+1 ±1 0～+1 0～+1 0～+1 ±1 0～+1 

 
    ※ズボンにあっては、本表を基準とし、股下を＋８ｃｍ、＋６ｃｍ、＋４ｃｍ、＋２ｃｍ、基

準、－２ｃｍ、－４ｃｍ、－６ｃｍ、－８ｃｍ及びフリーから指定するものとする。 
     フリーとしたズボンは、股下を基準から１２ｃｍ以上とし、裾上げテープを同封すること。 



消防吏員合冬制服（女性用）仕様書 
 

京都市消防局総務部施設課 

（担当：藤・菱野 212-6649） 

 

第１ 総則 
 １ 本仕様書は、京都市消防局（以下「当局」という。）が調達する消防吏員合冬制服（女性用）等（以

下「合冬制服」という。）の仕様について定める。 

 ２ この合冬制服に使用する材料及び付属品は、全般にわたって十分検査され、本仕様書のすべてを

満足するものでなければならない。 
 ３ この合冬制服は、寸法、形状等について本仕様書に定めるものであり、傷、むら、斑点、汚れ及

びその他外観を損ねるものであってはならない。 
 ４ 本仕様書の細部については、すべて当局の承認又は指示を受けるものとし、本仕様書に明示され

ていない事項についても、それが縫製上当然必要な場合は、これを施行すること。 
   なお、縫製上のことで疑義が生じたときは、速やかに当局と協議すること。 
 ５ 仕様生地について、同等品で納入を希望する場合は、同等品確認時に、生地見本（１０ｃｍ四方

以上。染色が必要な生地にあっては染色前、染色後いずれのものでも可とする。ただし、染色前の

生地で同等品確認を受けた場合にあっては、契約後、染色後の生地について、再度同等品確認を行

う。この際、同等品として認められないこととなった場合は、原則、契約解除となることに留意す

ること。）に加え、国内紡績メーカーによる品質証明及び出荷引受書又は国内公的機関の試験成績

結果を証明する書類を当局へ提出すること。また、国内紡績メーカーの品質証明を提出する場合で

あっても、本仕様書の性能を満たしていることが判断できないときは、国内公的機関の試験成績結

果を証明する書類を当局へ提出すること。 
なお、国内公的機関の試験成績結果を証明する書類について期限までに提出できない場合にあっ

ては、契約後に提出することを認める（契約後提出する旨の申出書を提出すること。）。ただし、契

約後、当該書類の確認により同等品として認められないこととなった場合は、原則、契約解除とな

ることに留意すること。 
 ６ 落札業者は、契約後速やかに、染色後の生地見本（１０ｃｍ四方以上、染色にあっては染色が必

要な生地に限る。）、国内紡績メーカーによる品質証明及び出荷引受書並びに製作工程表（検収予定

月日も明記すること。）を当局へ提出するとともに、承認を得ること。ただし、国内紡績メーカーの

品質証明により、本仕様書の性能を満たしていることが判断できない場合は、国内公的機関の試験

成績結果を証明する書類を当局へ提出し、承認を得ること。 
   なお、同等品で納入を希望する場合において、既に提出済みの書類については、再提出の必要は

ないものとする。 
 ７ サイズについてはサイズ適応表（別表２）のとおりとし、細部については採寸し、寸法の調整を

行うこと。 
 ８ 採寸分については、サイズ適応表各号数の見本を着用させ、寸法調整を行うこと。 
 ９ 製品は、個別に透明な袋又は紙箱に入れ、「女性合冬制服 上衣」、「女性合冬制服 ズボン」及び

サイズを表示したシールをそれぞれ貼付すること。別に指示する袖章（金属製消防き章）を必要数

入れること。消防局総務部施設課以外に納入するものには、袋の表面に職員氏名を表示すること。

（表示する氏名は、別途指示する。） 
 10 製品は当局の各所属に納入すること。 



 11 納入前に当局の指定した場所で検収を実施する。 
 12 契約後１年以内に、主材料生地に顕著な支障を生じ又は縫製上の欠陥を生じた場合にあっては、

落札業者の責任において取り替え等必要な措置を講ずるものとする。 

 13 契約後、打合せを実施する。 

 14 請求書に購入物品ごとの単価及び数量を明記すること。 

 

第２ 調達数、納品場所及び納期 
 １ 調達数（サイズ内訳については、契約後に指示する。） 

⑴ 上衣：  １１着 
⑵ ズボン： １０着 

 ２ 納品場所（納品場所別内訳については、契約後に指示する。） 
当局本部庁舎      京都市中京区押小路通河原町西入榎木町４５０番地の２ 

   消防活動総合センター  京都市南区上鳥羽塔ノ森下開ノ内９４番地の４ 

   消防学校        京都市南区上鳥羽塔ノ森下開ノ内２１番地の３ 

   北消防署        京都市北区大宮西脇台町１７番地の２ 

   上京消防署       京都市上京区釜座通下立売下る東裏辻町３９８番地 

   左京消防署       京都市左京区田中西大久保町３６番地 

   中京消防署       京都市中京区西堀川通御池下る西三坊堀川町５２１番地 

   東山消防署       京都市東山区清水五丁目１３０番地の８ 

   山科消防署       京都市山科区西野今屋敷町２番地の１０ 

   下京消防署       京都市下京区五条通高倉西入堺町２７番地 

   南消防署        京都市南区西九条菅田町４番地の１ 

   右京消防署       京都市右京区太秦蜂岡町３６番地 

   西京消防署       京都市西京区樫原佃１９番地 

   伏見消防署       京都市伏見区竹田七瀬川町９番地の１ 

   醍醐消防分署      京都市伏見区醍醐大構町２８番地 

 ３ 納期 
   令和９年２月１９日（金） 
 
第３ 上衣 
 １ 型式 
   ピークドラペル（テーラー衿）、ダブル６釦（二つ掛け）、左胸箱縁ポケット、両腰雨蓋付き両

玉縁付きポケットとする。総裏仕立て、２枚軸、前面左右ウエストダーツとする。 
 ２ 使用素材及び付属品 
  ⑴ 表地 

 別表１のとおり。 
  ⑵ 裏地 

   東レパレル＃８４００、指定色（濃紺）及びポリエステル１００％又は同等品。総裏とす

る。 
⑶  芯 

 接着芯、良質なもの。前身、袖口、衿及びポケットフラップ部分等。 
 



  ⑷ 肩パット 
    清原ＮＥ１０５又は同等品。 
  ⑸ 袖章 
    黒色しま織線、蛇腹（金・銀）及び金属製消防き章。 
  ⑹ 釦 
    消防章入り金属製及び裏釦１個（樹脂製）。 
  ⑺ 衿吊り 
    同色８ｍｍテープ 
  ⑻ 縫糸 
   ア 本縫い ポリエステル・５０番 
   イ 釦付け ポリエステル・３０番 
  ⑼ 氏名片布 
    指定（別図１）のとおり。 
  ⑽ 面ファスナー 
    上質適正品 
 
第４ ズボン 
 １ 型式 
   総裏（長さは膝下とする。）仕立て、帯付き長ズボン型、左右ポケット付き及び右後玉縁ポケッ

ト付き。 
 ２ 使用素材及び付属品 
  ⑴ 表地 
    別表１のとおり。 
  ⑵ 裏地 
    東レパレル＃８４００、指定色（濃紺）及びポリエステル１００％又は同等品。 
  ⑶ ファスナー 
    ＹＫＫエフロンファスナー 
  ⑷ カン 
    良質なもの。 
  ⑸ 釦 
    施設課了承のもの。 
  ⑹ 縫糸 
   ア 本縫い ポリエステル・５０番 
   イ 釦付け ポリエステル・３０番 
  ⑺ 氏名片布 
    指定（別図１）のとおり。納入年を記載すること。 
 
第５ 縫製条件 
 １ 裁縫 

 ⑴ 糸調子は上下糸とも、つれ、たるみがないように最良の調子で縫い、返し針を完全にする。 
  ⑵ 各部の縫合が優良で縫い代が適当であること。 
  ⑶ 縫い目が優良で、縫い曲がりがないこと。 



  ⑷ 飾りステッチは、ポリエステル３０番糸を使用のこと。 
  ⑸ 各部の縫い目はあたりなく始末する。 
 ２ 裁断 
   型入れは布目を正しく通し、全体を同一の反であるように番号又は記号を付ける等十分注意す

ること。 
 ３ 仕立て 
  ⑴ 優美なスタイルで、着崩れのない仕立てとすること。 
  ⑵ 芯は完全に接着すること。 
 ４ 仕上げ 

⑴ 糸屑をとり、検品後丁寧にプレスすること。 
⑵ 運針数は１インチ間１１針以上とする。 

 
第６ 縫製要領等 
 １ 上衣（別図２） 
  ⑴ 縫い及び折り上げ（上り寸法） 
   ア 裾     ４ｃｍ 
   イ 後中央 １．５ｃｍ 
   ウ その他 １．０ｃｍ 
  ⑵ 裁ち目 
    見返し衿の裁ち目は千鳥掛けとする。 
  ⑶ 前身頃 
    ６つ釦２つ掛けとし、肩パットを入れる。肩パットは肩先より１．０ｃｍ出す。縫い代を肩

縫い代にとめる。ウエスト部はダーツ処理を行う。 
  ⑷ 後身頃 
    裏縫い代を表地肩縫い代にとめる。センターシームとし、見返しに裏釦を付ける。前打合

せ、前衿ぐり、後衿まで０．５ｃｍのステッチを入れる。 
  ⑸ ポケット 
    左胸に箱ポケットを一個設ける。腰は両玉縁フラップ付きとする。大きさは別図１のとお

り。 
  ⑹ 袖 
    裏袖はミシン縫い可とし、袖章を表袖につける。（別図２－１） 
  ⑺ ステッチ 
    上衿、返り衿、フロント及び胸ポケットに幅５ｍｍのステッチを入れる。 
  ⑻ 衿 
    衿付け縫い代は割り、中とじする。表衿の余裕を十分にとる。台衿中央部内側に衿吊りテー

プを付け、左下衿に襟章用の衿穴を付ける。上衿と下衿は鎖留めをする。上衿のおわりは、

２つ目のボタンの上部とする。（別図２参照） 
  ⑼ 裏地 
    裏地については総裏とする。 
  ⑽ 内ポケット 
    下前、上前裏側に片玉三角雨蓋付き面ファスナー（オス・メス）とめの内ポケットを付け

る。（口幅１４ｃｍ、深さ１６ｃｍ） 



  ⑾ 階級章止め 
    右胸に階級章止め用面ファスナー（メス）を取り付ける。 
  ⑿ 消防局エンブレム止め 
    左胸ポケット上部に消防局エンブレム止め用面ファスナー（メス）を取り付ける。取付位置

は、ポケット口上部から約２ｃｍとし、衿にかからないこと。 
  ⒀ 片布 
    右胸内側に、指定のものを縫い付ける。 
  ⒁ 号数表示 
    号数表示は衿中心挟み込み、洗濯表示は片布株に挟み込む。 
 ２ ズボン（別図３） 
   ズボンのシルエットは、ストレートとなるようにすること。 
  ⑴ 縫い代及び折り上げ 
   ア 脇   １．５ｃｍ 
   イ 後中心 １．０～３．０ｃｍ 
   ウ その他 １．０ｃｍ 
  ⑵ 裁ち目 
    裾ヘム及び脇縫い代とも、オーバーロック始末とする。 
  ⑶ インサイドベルト 
    芯地を入れ、幅は３．０ｃｍとする。 
  ⑷ ベルトループ 
    １．０ｃｍ幅のループを、前後計６本取り付ける。 
  ⑸ かぎホック及びファスナー 
    ウエストベルトに指定のかぎホックを付け、ファスナー（長さ２０ｃｍ）は、前中央部に縫

着する。 
  ⑹ 脇ポケット 
    左右斜めポケット（口幅１５．５ｃｍ）を取り付け、ポケット口は５ｍｍ幅のステッチをか

ける。 
  ⑺ 後ポケット 
    右後に片玉縁ポケット（釦止）を取り付ける。（口幅１２ｃｍ、深さ１６ｃｍ） 
  ⑻ タック 
    前身頃に外向きタックを左右各１本付ける。 
  ⑼ ダーツ 
    後身頃にダーツを左右各２本付ける。 
  ⑽ 片布 
    指定の場所に付ける。 
  ⑾ 号数表示 
    号数表示はベルト裏に挟み、洗濯表示は同表示下部に挟み込む。 
  ⑿ 裾 

折り返し幅６ｃｍ以上とし、ロック始末すくい止めミシン縫いする。その際縫い糸が表にひ

びかないように十分注意する。 
  ⒀ 靴ずれ 
    表地使用、幅２．５ｃｍ、長さ１８ｃｍとし裁ち目は内側へ折り返して端ミシンをかける。 



 ⒁ 裏地 

   総裏付とし、長さは膝下までとする。 

 
第７ その他 
 １ 消防局総務部施設課に納入するものは、品名、階級及びサイズを表示した紙箱に入れること。

それ以外に納入するものは透明の袋に入れること。 
２ 紙箱には再生紙を使用し、再生紙を使用している旨を表示すること。 

 ３ 種類・紙箱寸法 
⑴ 制服上衣用 ６０ｃｍ×４０ｃｍ 
⑵ 制服ズボン用 ４２ｃｍ×３０ｃｍ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
別表１ 

消防吏員合冬服（女性用）材料仕様（表生地） 
   表生地は、日本毛織株式会社のＥＣ４０００Ｌ又は次の性能を満たす同等品を可とする。 

 （上衣、ズボン） 
項目 性能 

混紡率 
再生ポリエステル５０％ 

ウール５０％ 
（制電繊維１％以内） 

糸番手 経 ２／５２ 
緯 ２／５２ 

組織 ２／２正斜紋織 
密度 

（１０ｃｍ） 
経 ２９５～３１９本 
緯 ２６０～２７７本 

重量 ２２０～２５０ｇ／㎡ 
収縮率 ３％以内 

洗濯堅牢度 ４～５級 
色相 濃紺（指定色） 

 
別表２ 

消防吏員合冬服（女性用）サイズ適応表 
 
           （１）上衣           （単位：ｃｍ） 

サイズ 肩幅 胸囲 着丈 袖丈 
７号 ４２ ９７ ６５ ５５ 
９号 ４３ １００ ６５ ５５ 

１１号 ４４ １０３ ６６ ５５ 
１３号 ４５ １０６ ６６ ５６ 
１５号 ４６ １１０ ６６ ５６ 
１７号 ４７ １１４ ６６ ５６ 
誤差 0～+1 0～+2 ±1 ±1 

※上衣にあっては、本表を基準とし、袖丈を＋８ｃｍ、＋６ｃｍ、＋４ｃｍ、＋２ｃｍ、基準、

－２ｃｍ、－４ｃｍ、－６ｃｍ、－８ｃｍから指定する。 
 
           （２）ズボン          （単位：ｃｍ） 

サイズ ウエスト ヒップ 裾幅 股下 
７号 ６２ ９６ ２１ ６８ 
９号 ６５ ９９ ２１ ７０ 

１１号 ６８ １０２ ２２ ７２ 
１３号 ７２ １０５ ２２ ７４ 
１５号 ７６ １０８ ２２ ７６ 
１７号 ７８ １１１ ２２ ７８ 
誤差 0～+1 0～+2 ±1 ±1 

   ※ズボンにあっては、本表を基準とし、股下の長短を２ｃｍ単位又はフリーから指定する。 
    フリーとしたズボンは、股下を基準＋１０ｃｍ以上とし、裾上げテープを同封すること。 



別図１ 
１ 消防局ネーム止め                ２ 階級章止め 
 
 
 
 
 
３ 片布 
 

京 都 市 消 防 局 

号数 所属 氏名 
 

  

〇〇年納（ 納 入 業 者 ）  

※納入年を記載すること。 
 
４ 腰ポケット                  ５ 胸箱ポケット 
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別図２   
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